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１． 研究計画の概要 
（1） 本研究の目的は、ＥＵ（特にイギリ 
スとフランスとオランダ）に 1990 年以降に
移住した中国系新移民を対象に、文化人類学

的な現地調査を行ない、各国の学校における

中国系新移民の子どもに対する取り組みの

違いを比較考察した後、中国系新移民の学校

不適応の実態とその要因を多角的視点から

明らかにする。 
 

（2） 異文化の共存という課題に対してＥＵ 
内で同種の言説と異なった言説をそれぞれ構成して

いるイギリスとフランスとオランダの公立学校が、

同じ民族的背景をもつ中国系新移民の流入に対して

どのような取り組みをしているのかを比較検討する。

各国の学校における中国系新移民流入に対する取り

組みに、異文化の共存の対する言説がどのような影

響を与えているのかを明らかにする。 
 
２． 研究の進捗状況 
（1） イギリスとフランスとオランダにお 
ける中国系新移民の出身地や移住の理由、移
住後の職業や居住地や生活を検討した後、新
移民の流入が既存の中国系コミュニティに
与えた影響を、中国系アソシエーションの変
化という視点から三国それぞれにおいて明
らかにした。新旧移民の出身地や使用言語や
職業、居住地や居住形態等の要因が複雑に絡
み合って、新移民の流入が既存の中国系コミ
ュニティに三国それぞれ異なった変化を及
ぼしていることがわかった。 
 
（2）イギリスのロンドン、フランスのパリ、
オランダのアムステルダムにおける現地調

査に基づいて、三国の公立学校における中国
系新移民の子どもに対する教育の取り組み
を明らかにすることができている。特に、フ
ランスのパリの中国系新移民の集住地区近
くの学校では、中国系新移民の子どもが多数
を占め、問題が顕在化していた。学校は親や
中国系アソシエーションと連帯して、中国系
新移民の子どもの問題を解決するために
様々な取り組みを行っていることがわかっ
た。フランスは文化的異質性を学校教育から
排除する言説を形成してきたが、教育現場に
おいては中国系新移民の文化的特殊性に配
慮した実践が行われていることが明らかに
なった。 
             
（3）イギリスとオランダの場合、フランス
のように中国系新移民の学校不適応が顕在
化している学校はなく、中国系新移民への特
別な取り組みは行われていないことがわか
った。これは、三国における異文化の共存に対
する言説の違いが影響を与えているのではなく、イ
ギリスとオランダの中国系移民が飲食業に集中し散
住しているというコミュニティとしての特徴による
ものがあることが明らかとなった。 
 
３． 現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 （理由）イギリスのロンドン、フランスの
パリ、オランダのアムステルダムにおける現
地調査が予定通り進み、当初明らかにしたい
と考えたことがほぼわかってきているから。 
  
４．今後の研究の推進方策 
(1)オランダの中国系コミュニティの現地調 
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査を昨年度より開始した。本年度もオランダ 
のアムステルダムにおいて現地調査を実施 
する予定である。オランダの中国系コミュニ 
ティを比較対象に加えることにより、三国の 
中国系コミュニティの特徴がより鮮明にな 
っている。今年度は総括の年とてして、中国 
系新移民の子どもの抱える問題を中国系コ 
ミュニティの特徴や親の移住後の状況を踏 
まえて、より包括的視点から解明したい。 
 
（2）本年度は、イギリスとオランダの学校

における中国系新移民の子どもへの教育の

取り組みを比較し、これを既に明らかとなっ

たフランスの場合と比較検討する予定であ

る。それによって、各国の学校における中国系

新移民流入に対する取り組みに、異文化の共存の

対する言説がどのような影響を与えているのか

についてより深い知見を得ることができる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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